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土質工 学会基 準

「現場 CBR 試験方法 」 の 制定 に つ い て
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　土質試験方法 に関する 学会基準 の 見直 し や制定な

どの 経緯 に つ い て は，「土 と基礎 」 1990年 2月 号 の

「学会基準の 見直 し お よ び 「土質試験法」 の改訂 に

っ い て 』 に詳述 した とお りで あ る。今回，改正 ・制

定 し た土質工 学会基準 （JSF） の 中で ，
「現揚 CBR

試験方法」 は原位置試験 で あ り， 他 の 室内土質試験

と性格 を異 に して い る 。 し たが っ て ，
「現場 CBR 試

験方法」 は こ の ほ ど刊行 の 「土質試験の 方法 と解説」

に 載せ る こ とを見合わ せ ，将来改訂 の 際に 「土質調

査法」 に移す こ と に変更 し た。そ こ で ，正式 に 学会

基準 と して 制定 （1990年 4 月施行） され た JSF　T

722−1990 「現場 CBR 試験方法」 を周知 の た め に ，

こ こ に 公示 す る
。 なお，室内試験の 「CBR 試験方

法」 は従来 の とお り　「土質試験の 方法 と解説」 に掲

載し た 。

　従来 の CBR 試験 方法 は，　 JIS　A 　1211 「路床土支

持力比 （CBR ）試験方法 」 に規定され て お り ， 貫入

試験の 方法が 同 じ で ある こ と か ら室内試験 （乱 し た

土 の 供試体 と乱 さな い 土 の 供試体） と現場試験 を
一

つ の 試験方法 と して 扱 っ て きた。 しか しなが ら，貫

入試験以外 の部分は室 内試験 と現場試験 で は そ の 方

法や操作が異な る こ と，現場試験は土質調査 の 範嚼

に入 る原位置試験で あ る こ とな どか ら， 学会基準で

は室内試験 の 「CBR 試験方法」 と原位置試験の 「現

場 CBR 試験方法」 に分割 し ， それ ぞれ を独立 の 基

準にす る と と も に
， 路床土支持力比 と い う用語は ほ

とん ど使われ て い な い こ と か ら，そ の 名称 も改めた。

また ， 現在改正 中 の JIS も JSF と同様 に 室内試験

と現場試験を別 々 の 規格に し た。

　新 しい 学会基準様式 に基づ い た 「現場 CBR 試験

方法」 の 基準案は 1988年 9 月号 の 厂土 と基礎 」 に公

示 して 会員 の 意見を求め た
。 寄せ られ た意見 を慎重

に検討す る と ともに基準案 の 修正 な どを行 っ た後 ，

学会基準制定 の 所定 の 手続きを経て ，最終的 に理事

会 の 審議 ・承認 を受 け ， 以下 の とお り確定 し た 。

土質工 学会基準 （JSF 　 T　 722− 1990）

現 場 CBR 試験方法

Test　Method 　for　the　California　Bearing　Ratio （CBR ）of　Soils　in　Place

1． 総　則

1、1

1．2

試験の 目的　　　　　　　　　　　　　1
　こ の 試験 は ， 原位置の 土 の CBR を求 め

1

… を・的 ・す・ 。 　 　 ｛
適用範囲 　　　　　　　　　　　　　　　

‘

　原位置 の 土 を対象 とする 。

May ，1ggo

11・3 用語の 定義

　　　　 CBR とは ，所定 の 貫入量 にお ける 荷重

　　　 強 さを， そ の 貫入量に お け る標準荷重強 さ

　　　 に対する 百 分率 で 表した もの を い う。

1

【付帯条項】

　1． 本基準 と部分 的に 異な る方法を用 い た場合に
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　 は ， そ の 内容 を報告事項に 明記 し なけれ ば な ら

　 な い
。

1．1 こ の 試験は ， 原位置に お け る路床 あ る い は路

　 盤 な ど の 支持力 を直接測定す る も の で ， 舗装な

　 ど の 設計や盛土 の 締固め管理 に利用す る。

1．2 こ の 試験は安定処理 し た土 に も適用で き る 。

2． 試験用具

2，1

（1）

（2＞

（3）

（4）

2．2

3

幻

2

ー

〔2｝

34PD6

現場 CBR 試験機

　現場 CBR 試験機 は
， 載荷装置 ， 荷重計 ，

貫入 ピ ス ト ン ， 貫入量測定装置か ら構成 さ

れ，次 の 条件 を満たす もの とす る 。

予想 され る最大荷重 の ± 1％程度の 許容差

で荷重 が測定で きる こ と。

貫入速 さは ，
1mm ／min の

一定速度で連続 I
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

的 に与 え得 る こ と 。

貫入量 を最小 目th　1／100　mm ， 最大 20　mm 　I

まで 測定で きる こ と。

貫入 ピ ス ト ン は ， 直径 50± 0．12mm の 鋼

製円柱形の もの
。

反 力装置

　予想 され る 荷重 に十分対応で き るも の 。

その他 の用具

荷重板　JSF 　T　721 「CBR 試験方法」 の
旨

3．試験 用具 に規定す る もの 4 個 。

直ナイ フ　 JSF 　T 　711 「突固め に よる土の

締固 め試験 方法 」 の 3．試験用具 に規定す る

も の
． 　　　　　　　　　　　　 1

ス トッ プウォ ッ チ または時計　　　　　　1
乾燥砂　　　　　　　　　 i
ス コ ッ プ，ハ ン ドス コ ッ プ

含水比 測定用具　JSF 　T　121 「土 の含水比

試験方法 」 の 2．試験用具に規定す る もの 。

【付帯条項】

　2．1

　　 a ．現揚 CBR 試験機 の 例 を図一 1に示す 。

　　 b．載荷装置に は ， ス ク リ ュ
ージ ャ ッ キ ま た は

　　　オ イ ル ジ ャ ッ キ を使用す る 。

　（1） 荷重計 は ，容量 の 異な る もの （500〜5000kgf）

　　を複数用意し て お き，最大荷重 に応 じて 使 い 分

　　け る 。
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図
一 1　 現場 CBR 試験機 の 例

〔3） 貫入量 の 測定装置 は変位計 （ダイ ヤ ル ゲー
ジ

　な ど）， そ の 取付け具お よ び 架台か ら な る 。

2．2 反力用 の 荷重は ダ ン プ トラ ッ ク な ど を 用 い

　 る。

3． 試験方法

（1） 貫入 ピス ト ン の 断面積 を求 め る 。

（2） 試験箇所の 表面 を直径約 30c 皿 の 水平な面

　　 に仕上げ ， 乾燥砂 を薄 く敷 な らす 。

  　試験装置を組み立 て ，試験面に 荷重板 を 4

　　個載せ る 。　　　　　　　　　　　　 1

（4） 貫入 ピス トン を試験面 に密着 させ る た めに i
　　荷重 を加え る 。 こ の とき の 荷重計お よび貫

　　入量測定装置 の 読み を初期値 とする。

（5） 貫入 ピ ス トン が試験面に 1分間 に 1mm の

　　速 さで 貫入す る よ うに載荷 し ， 貫 入 量 が

　　0．5，　1．0，　1．5，　2．0，　2，5，　3．0， 4．0， 5．0，

　　7．5， 10．0， お よ び 12．5mm の とき， 荷重

　　計 の 読みを記録す る 。

  　貫入試験 の 終了後 ， 試験箇所か ら試料 を採

　　取 し て ，含水比を求 め る。

【付帯条項】

（4） 試験面 に密着 させ るた め の 荷重 は ，
5kgf 以

下 とす る 。

土 と基礎，38− 5 （388）
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（5） 貫入量 が 12．5mm にな る 前に 荷重計 の 読み

　が最大値に達 した ときは，そ の と きの 荷重計の

　読み と貫入量 を記録す る 。

  　試料は ピ ス トン 貫入部付近か ら必要量採取す

　 る 。

4． 試験結果の 整理

（1）

（2）

貫入試験 で 読み 取 っ た荷重 （kgf）を貫入 ピ

ス トン の 断面積 で 除 し て 荷 重 強 さ （kgf／

cm2 ）を求 め，荷重 強 さ
一貫入量 曲線を描

く。

貫入量 2．5mm に お け る 荷 重 強 さ （kgf／

cm2 ） を荷重強 さ一貫入量 曲線 か ら求 め ，

2．　5mm にお ける標準荷重強 さ（70kgf ／cm2 ）

を用 い て CBR （％） を次式 で 算定す る。

CBR 一

標準齷 聽鬻、，，／副
・ …

【付帯条項】

　（1＞ 荷重強 さ一貫入量 曲線の 初期の 部分に図一 2

　　の 曲線  の よ うな変 曲点が生 じ る場合は ， 変曲

　　点以降 の 直線部分 を延長 し， 横軸 との 交点を貫

　　入量の 修正原点 とす る。なお ， 荷重 強さ （kgf／

　　cm2 ） を荷重 （kgf）で 表 し て も よ い
。

こ の 揚合

　　は ， 荷重
一
貫入量曲線 と い う。

　  a ．標準荷重強 さお よび標準荷重 は表一 1の 値

　　　 を用 い る。

　　 b．貫入量 5．Omm に お け る CBR 　rl9　2．　5　mm

　　　の もの よ りも大 きい 場合は ， 改 め て試験 を行

　　　い
， 再び 同様の 結果 を得たと きは ， 5．Omm

　　　 の ときの CBR を採用す る 。

May ．1990
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c ．貫入試験結果 を荷重で 整理 した 揚合は 2．5

mm に お け る標準荷重 （1370 　kgf）を用 い て

CBR （％）を次式 で算定す る 。

　　　　　　　　　　荷重
　　 CBR ＝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 X100
　　　　　　 標準荷重（1　370　kgi）

〔
 【り丶
曼、

聰
恩

　 　 　 　 さノ

　　陟
　．鱒1

Ψ

詩 奪

　　 ’　　 ’
o　 修正 原点

貫 入 量 （mm ）

図一2　荷重強 さ
一
貫入量曲線

表
一 1　 標準荷重強 さお よび 標準荷重 の 値

貫 　 入 　 量
　 （mm ）

2．55
．0

饗鐺鬻 1標

鵠
重

70105 13702030

5， 報告事項

　　　試験結果に つ い て 次の 事項を報告する 。

（1） 試験箇所 の 含水比

（2） CBR お よび それ に対応 する貫入量

  　本基準 と部分的 に異 な る方法を用 い た場合

　　は ， そ の 内容

（4） そ の 他特記すべ き事項
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